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日本整形外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 

205.森 幹士，吉井俊貴，平井高志，竹内一裕，中村雅也，松本守雄，大川 淳，川口善治．

頚椎後縦靭帯骨化症患者における棘上・棘間靭帯骨化の頻度と分布．第 32回日本整形

外科学会基礎学術集会；2017 Oct 26-27；宜野湾． 

206.川口善治．脊柱靭帯骨化症・病態と治療の最前線．第 47回脊椎外科を学ぶ会；2017 Feb 

25；大阪． 

207.川口善治．脊椎靭帯骨化症に関する最近の研究と将来展望－頑固な痛み・しびれからの

解放－．TOKUSHIMA PAIN FORUM；2017 Jul 18；徳島． 

208.久保田茂希，安部哲哉，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，三浦紘世，門根秀樹，清水如

代，羽田康司，山崎正志. 胸椎 OPLL に伴う重度脊髄障害に対する後方除圧固定術＋

ロボット歩行訓練による新たな治療.第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会（札幌）

2017 年 4月 

209.久保田茂希，安部哲哉，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，中山敬太，三浦紘世，門根秀

樹，清水如代，羽田康司，山崎正志.慢性期脊髄障害に対するロボットスーツ HAL を

用いた機能回復治療の効果の解析. 

第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会（札幌）2017 年 4 月 



210.久保田茂希，安部哲哉，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，中山敬太，三浦紘世，門根秀

樹，清水如代，羽田康司，山崎正志. 胸椎 OPLL に伴う重度脊髄障害に対する後方除

圧固定術＋ロボット歩行訓練による新たな治療. 

第 90 回日本整形外科学会学術総会（仙台）2017 年 5 月 

211.久保田茂希，安部哲哉，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，中山敬太，三浦紘世，門根秀

樹，清水如代，羽田康司，山崎正志. 慢性期脊髄障害に対するロボットスーツ HAL を

用いた機能回復治療の効果の解析. 

第 90 回日本整形外科学会学術総会（仙台）2017 年 5 月 

212.久保田茂希，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，三浦紘

世，羽田康司，菅谷久，吉岡友和，山海嘉之，山崎正志. 頚・胸椎後縦靱帯骨化症に

伴う重度歩行障害に対するロボットスーツ HAL による新たな治療. 

第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会（那覇）2017 年 10 月 

213.久保田茂希，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，藤井賢吾，船山徹，野口裕史，三浦紘

世，羽田康司，菅谷久，吉岡友和，山海嘉之，山崎正志. 慢性期脊髄障害に対するロ

ボットスーツ HAL を用いた機能回復治療. 

第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会（那覇）2017 年 10 月 

214.サンドラプエンテス，門根秀樹，久保田茂希，清水如代，安部哲哉，丸島愛樹，鈴木

健嗣，羽田康司，山崎正志. 重度脊椎障害例に対してロボットスーツ HAL を用いた機

能改善治療効果の解析－介入期間前後の歩行時下肢協調制御に着目して 

第 32回日本整形外科学会基礎学術集会（那覇）2017 年 10 月 

215.久保田茂希，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，國府田正雄，山崎正志. 術後慢性期頚

椎 OPLL の歩行機能再増悪症例に対するロボットリハビリテーションの効果の検討. 

第 52 回日本脊髄障害医学会（千葉） 2017 年 11 月 

216.久保田茂希，六﨑裕高，安部哲哉，清水如代，門根秀樹，羽田康司，菅谷久，吉岡友

和，山海嘉之，山崎正志. 重度歩行障害を呈する胸椎後縦靱帯骨化症に対するロボッ

トスーツ HAL を用いた機能回復治療.第 10 回三大学交流セミナー（阿見） 2018 年 2

月 

217.岡田英次朗、名越慈人、渡辺慶、檜山明彦、中川幸洋、竹内一裕、松永俊二、圓尾圭

史、坂井顕一郎、吉井俊貴、小林祥、大場哲郎、和田簡一郎、大谷隼一、遠藤照顕、

西村浩輔、森幹士、都島幹人、大川淳、松本守雄  びまん性特発性骨増殖症に伴っ

た脊椎損傷 -厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・多施設研究- 第 46 回日本脊椎脊髄

病学会 

218.木村 敦、白石 康幸、 井上 泰一、遠藤 照顕、竹下 克志、頸髄症手術前後の転倒によ

る自覚症状悪化に関する検討－多施設後ろ向き研究、日本整形学会、仙台、2017/5/18． 

219.木村 敦、 井上 泰一、竹下 克志頚髄症術後患者のロコモティブシンドロームと転倒の

関連に関する検討 日本リハビリテーション医学会、岡山、2017/6/9. 



220.今釜 史郎「嘴状型胸椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧矯正固定術後、骨化切除を

要する因子」、第 46回日本脊椎脊髄病学会学術集会（札幌）2017  

221.今釜 史郎「胸椎後縦靱帯骨化症手術における術後運動麻痺関連因子～多施設前向き

研究」、第 90 回日本整形外科学会学術総会（仙台）2017  

222.今釜史郎「胸椎後縦靭帯骨化症に対する後方除圧矯正固定術後、骨化切除再手術を要

する術前画像の危険因子～胸椎-胸髄後弯角差 (OPLL-SKAD) 」、第 26回日本脊椎イン

ストゥルメンテーション学会（金沢）2017 

223.川端茂徳,角谷智, 牛尾修太, 大川淳 脊椎脊髄手術における神経モニタリングの安

全策 第 47 回日本臨床神経生理学会学術大会. 2017 年 11 月 29 日. 横浜・パシフィ

コ横浜 

224.吉田剛、松山幸弘、小林祥、川端茂徳、安藤宗治、川端茂徳、寒竹司、高橋雅人、今

釜史郎、藤原靖、山田圭、和田簡一郎、田所伸朗、 山本直也、谷俊一 高リスク脊

椎手術における Br(E)-MsEP～JSSR 脊髄モニタリングワーキンググループ多施設前向

き研究～ 第 46 回日本脊椎脊髄病学会 2017 年 4月 13 日―15 日 札幌市 

225.吉田 剛、小林祥、長谷川智彦、大和雄、大江慎、坂野友啓、安田達也、三原唯暉、

戸川大輔、松山幸弘、成人脊柱変形手術の神経合併症とその対策―術中脊髄モニタリ

ングアラーム例の術式別の検討― 第 46 回日本脊椎脊髄病学会 2017 年 4月 13 日―

15 日 札幌市 

226.山田圭、松山幸弘、川端茂徳、安藤宗治、山本直也、小林祥、今釜史郎、寒竹司、和田

簡一郎、田所伸朗、高橋雅人、藤原靖、谷俊一 脊柱変形の手術操作による神経障害と

術中対応策の検討～JSSR 脊髄モニタリングワーキンググループ多施設前向き研究～ 

第 46回日本脊椎脊髄病学会 2017 年 4月 13 日―15 日 札幌市 

227.小林和克、今釜史郎, 安藤圭他 脊椎側彎症における脊髄モニタリングの有用性 －先

天性後側彎症の検討 第 46 回日本脊椎脊髄病学会 2017 年 4 月 13 日―15日 札幌市 

228.吉田剛、松山幸弘、小林祥、川端茂徳、安藤宗治、川端茂徳、寒竹司、高橋雅人、今

釜史郎、藤原靖、山田圭、和田簡一郎、田所伸朗、 山本直也、谷俊一 高リスク脊

椎手術における Br(E)-MsEP～JSSR 脊髄モニタリングワーキンググループ多施設前向

き研究～ 第 90 回日本整形外科学会学術集会 2017 年 5月 18 日―21日 仙台市 

229.山田圭、松山幸弘、川端茂徳、安藤宗治、山本直也、小林祥、寒竹司、今釜史郎、和

田簡一郎、田所伸朗、谷俊一 脊柱変形で発生した神経障害と術中対応策の有効性の

検討－日本脊椎脊髄病学会多施設前向き研究 第 90 回日本整形外科学会学術集会 

2017 年 5月 18 日―21 日 仙台市 

230.小林和克、今釜史郎, 安藤圭他「先天性後側弯症における術中脊髄モニタリング －

麻痺発生リスクの検討－」 第 90回日本整形外科学会学術集会 2017 年 5月 18 日―

21 日 仙台市 

231.吉田 剛、小林祥、長谷川智彦、大和雄、大江慎、坂野友啓、安田達也、三原唯暉、



戸川大輔、松山幸弘、成人脊柱変形手術の神経合併症とその対策―術中脊髄モニタリ

ングアラーム例の術式別の検討 第 38回脊髄機能診断研究会 2017 年 2月 4 日 東

京 

232.後迫宏紀，小林祥，長谷川智彦，大和雄，吉田剛，戸川大輔，安田達也，坂野友啓，

三原唯暉，大江慎，松山幸弘 術中の神経根障害に対する脊髄モニタリング（Br(E)-

MsEP）の有用性 第 38回脊髄機能診断研究会 2017 年 2月 10 日 東京 

233.小林 祥、松山 幸弘、安藤 宗治、川端 茂徳、寒竹 司、高橋 雅人、今釜 史

郎、藤原  靖、山田 圭、和田簡一郎、田所 伸朗、山本 直也、谷 俊一 疾患

による Br(E)-MsEP の特性 日本脊椎脊髄病学会モニタリングワーキンググループ 第

38 回脊髄機能診断研究会 2017 年 2 月 4 日 東京 

234.藤原 靖、松山 幸弘、小林 祥、川端 茂徳、安藤 宗治、山本 直也、寒竹  

司、山田 圭、今釜 史郎、伊藤 全哉、和田簡一郎、田所 伸朗、高橋 雅人、谷  

俊一 脊髄髄外腫瘍の術中脊髄モニタリング： 髄内腫瘍との違いを含めて 第 38回

脊髄機能診断研究会 2017 年 2月 4日 東京 

235.山田 圭、松山 幸弘、川端 茂徳、安藤 宗治、山本 直也、今釜 史郎、小林  

祥、寒竹 司、和田簡一郎、田所 伸朗、高橋 雅人、藤原 靖、谷 俊一、小林 

和克、村本 明生、関 庄二、岩崎 博、長濱 賢）脊柱変形手術による神経障害機

序の検討～日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリングワーキンググループ多施設前向き研

究～ 第 38 回脊髄機能診断研究会 2017 年 2 月 4日 東京 

236.小林和克、今釜史郎 脊柱側彎症における術中脊髄モニタリング －疾患毎にみた波

形変化の特性－  脊髄機能診断研究会 2017 第 38 回脊髄機能診断研究会 2017 年

2 月 4日 東京 

237.小林和克、今釜史郎 脊椎髄膜腫手術での術中モニタリングにおける 70% criteria と

Presense and Absense criteria の比較 脊椎機能診断学会 2017 第 38 回脊髄機能

診断研究会 2017 年 2月 4 日 東京 

238.小林和克、今釜史郎,安藤圭他 胸椎後縦靱帯骨化症後方固定術における術中脊髄モニ

タリング 第 38 回脊髄機能診断研究会 2017 年 2月 4 日 東京 

239.両角正義、小林和克、今釜史郎,安藤圭他 脊椎髄膜腫患者での術中 MEP モニタリング

とその特徴について 第 24 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会 2017 年 9月 22、23

日 

240.両角正義、小林和克、今釜史郎,安藤圭他 脊椎髄膜腫患者での術中 MEP モニタリング

とその特徴について 第 24 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会 2017 年 9月 22、23

日 両角正義、小林和克、今釜史郎,安藤圭他 脊椎髄膜腫患者での術中 MEP モニタリ

ングとその特徴について 

241.両角正義、小林和克、今釜史郎,安藤圭他 Study on neurophysiological monitoring 

(TCMEP)for spinal meningioma surgery 第 24 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会 



2017 年 9月 22、23 日 両角正義、小林和克、今釜史郎,安藤圭他 Study on 

neurophysiological monitoring (TCMEP)for spinal meningioma surgery 

242.中原康雄、芳賀信彦: 進行性骨化性繊維異形成症患者における ADL・QOL の経時的評価. 

第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2017.6.8-10, 岡山 

243.森 幹士、西澤和也、中村 陽、彌山峰史、今井晋二．大動脈の拍動はびまん性特発性

骨増殖症における前縦靭帯骨化形成を抑制する． 第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集

会 札幌市 2017 4 13-15． 

244.森 幹士、西澤和也、中村 陽、彌山峰史、今井晋二．低線量 CT による脊柱靭帯骨化

症検診は可能か？ 第 46回日本脊椎脊髄病学会学術集会 札幌市 2017 4 13-15． 

245.森 幹士、吉井俊貴、平井高志、岩波明生、竹内一裕、中村雅也、松本守雄、大川淳、

川口善治 厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班 頚椎後縦靭帯骨化症患者での棘上・棘間靱

帯骨化の評価 -厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・多施設 CT研究- 第 90 回日本整形外

科学会学術総会 仙台市 2017 5 18-21. 

246.森 幹士、西澤和也、中村 陽、彌山峰史、今井晋二．大動脈の拍動はびまん性特発性

骨増殖症における前縦靭帯骨化形成を抑制する． 第 90 回日本整形外科学会学術総会 

仙台市 2017 5 18-21. 

247.森 幹士、西澤和也、中村 陽、彌山峰史、今井晋二．大動脈の拍動はびまん性特発性

骨増殖症における前縦靭帯骨化形成を抑制する．第 129 回中部日本整形外科災害外科

学会・学術集会 富山市 2017 10 6-7. 

248.森 幹士、吉井俊貴、平井高志、竹内一裕、中村雅也、松本守雄、大川淳、川口善治．

厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班 頚椎後縦靭帯骨化症患者における棘上・棘間靱帯骨

化の頻度と分布 -厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班・多施設 CT 研究- 第 32 回日本整

形外科学会基礎学術総会 那覇市 2017 10 26-27． 

249.勝見敬一，牧野達夫, 平野徹, 渡辺慶，大橋正幸, 庄司寛和, 溝内龍樹, 遠藤直人, 

和泉智博, 伊藤拓緯. 3 次元画像解析による頸椎後縦靭帯骨化症の骨化巣進展と増加

危険因子の検討. 2017 年 4 月 第 46 回日本脊椎脊髄病学会 

250.勝見敬一，牧野達夫, 平野徹, 渡辺慶，大橋正幸, 遠藤直人, 山崎昭義, 和泉智博, 

伊藤拓緯, 傳田博司, 高橋一雄.  頚椎後縦靱帯骨化症に対する後方除圧固定術    

－手術成績関連因子の検討－.  2017 年 4月 第 46 回日本脊椎脊髄病学会 

251.勝見敬一，平野徹, 渡辺慶，大橋正幸, 庄司寛和, 溝内龍樹, 牧野達夫, 和泉智博, 

伊藤拓緯, 遠藤直人.  頚椎後縦靭帯骨化症における 骨化巣進展と増加危険因子の

検討. 2017 年 5 月 第 90 回日本整形外科学会 

252.勝見敬一, 平野徹, 渡邊慶, 大橋正幸, 山崎昭義, 和泉智博, 澤上公彦,傳田博司, 

牧野達夫, 高橋一雄, 遠藤直人.  Novel concept of posterior decompression and 

fusion for cervical ossification of the posterior longitudinal ligament. 

2017 年 9月 第 24 回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会 



253.勝見敬一, 牧野達夫, 平野徹, 渡邊慶, 大橋正幸, 遠藤直人, 山崎昭義, 和泉智博, 

伊藤拓緯, 傳田博司.  頚椎後縦靱帯骨化症に対する後方除圧固定術の手術成績の検

討. 2017 年 10 月 第 26 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 

254.勝見敬一.  Posterior instrumented fusion suppresses the progression  of 
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